
科目
番号

造－１　

川田　一郎（元県職員） 科目区分

１学年　造園緑化コース 開講時期

1 必須・選択の別

第１時限

第２時限

第３時限

第４時限

第５時限

第６時限

第７時限

第８時限

主に試験の成績により評価する

主な作庭家・書籍の紹介

日本の美意識・建物と庭

プロとして空間を見る・テスト

その他

テキスト、参考書 造園実務ポケットブック　他

授
　
業
　
計
　
画

日本庭園の形態

成績評価法

科目名 造園特論

担当教員 専門教育科目

授業概要
日本庭園の歴史や歴史上の作庭家、また日本の美意識などについて紹介する。
その理解により、プロとして空間を把握する手法を講義する。

授業目標

対象学年、コース 11～12月

単位数 必須

庭園設計や管理に影響のある日本の美意識や日本建築・庭園の特徴などにつ
いて幅広く学び、造園という職の魅力について理解を深める。



科目
番号

造－２

増田拓朗（香川大学名誉教授） 科目区分

１学年　造園緑化コース 開講時期

3 必須・選択の別

第１時限

第２時限

第３時限

第４時限

第５時限

第６時限

第７時限

第８時限

第９時限

第１０時限

第１１時限

第１２時限

第１３時限

第１４時限

第１５時限

第１６時限

第１７時限

～

第２０時限

第２１時限

第２２時限

第２３時限

第２４時限

庭園・公園見学（栗林公園ほか）

造園空間の多様化①

造園空間の多様化②

成績評価法 前期試験、後期試験

後期まとめ

後期試験

海外の庭園③　近世

前期試験

海外の庭園④　近代～現代

前期まとめ

自然公園②日本

都市公園①世界

その他

テキスト、参考書 造園施工必携(改）

授
　
業
　
計
　
画

授業の方法・内容の説明

日本庭園②　平安時代～南北朝時代

日本庭園③　室町時代～安土桃山時代

都市公園②日本

自然公園①世界

造園の概念と役割

日本庭園①　飛鳥時代～奈良時代

日本庭園④　江戸時代～現代

海外の庭園①　古代

海外の庭園②　中世

授業概要
造園の意義、日本庭園・西洋庭園及び都市公園・自然公園の歴史と現況、現代
の造園（造園空間の多様化）などについて学習する。また、県内庭園・公園の見
学も行なう。

対象学年、コース ４～11月

単位数 必須

科目名 造園概論

担当教員 専門教育科目

授業目標 庭園・公園の歴史及び現代の造園など、造園の概要について学習する。



科目
番号

造－３

守屋均（元香川大学） 科目区分

１学年　造園緑化コース 開講時期

2 必須・選択の別

第１時限

第２時限

第３時限

第４時限

第５時限

第６時限

第７時限

第８時限

第９時限

第１０時限

第１１時限

第１２時限

第１３時限

第１４時限

第１５時限

第１６時限

単位数 必須

対象学年、コース

科目名 緑化植物Ⅰ

担当教員 専門教育科目

５～６月

授業目標 植物の生理生態を理解し植物名を覚える。

成績評価法 主に試験の成績により評価する

要素試験

栽培環境(水、風）

テスト、植物と環境についてのレポート

栽培環境(光、湿度、温度）

授業概要
植物名を覚えるため、要素試験を繰り返し実施する。植物の基礎知識と栽培環
境を理解する。

植物の仕組みと働き(種子、茎、根)

要素試験

植物のライフサイクル

要素試験

要素試験

その他

テキスト、参考書
葉っぱでわかる造園樹木図鑑
よくわかる庭木大図鑑

授
　
業
　
計
　
画

栽培環境(土、肥料）

テスト、要素試験

植物のいろいろ(グループ分け）

要素試験

植物の仕組みと働き(花、葉)

要素試験

校内樹木調査



科目
番号

造－４

守屋均（元香川大学） 科目区分

１学年　造園緑化コース 開講時期

1 必須・選択の別

第１時限

第２時限

第３時限

第４時限

第５時限

第６時限

第７時限

第８時限

単位数 必須

対象学年、コース

科目名 緑地環境計画

担当教員 専門教育科目

７月

授業目標
大規模緑地や自然公園の保全、管理に関わる植物生態学の基礎を理解する。
また、自然環境の保全や創造のための緑化のあり方を学ぶ。

成績評価法 授業中および本講義終了後の課題レポートにより評価する

授業概要
植生分布、植生遷移の基礎知識について解説する。国営讃岐まんのう公園の見
学を通して里山における人と自然との関わり合いを体験し、また、自然緑地の保
全、再生について講義する。

国営讃岐まんのう公園自然生態園見学

緑地の機能・効果、都市公園と自然公園

自然環境の保全、再生

国営讃岐まんのう公園自然生態園見学

植生分布と環境要因

人と自然環境との関わり合い

その他

テキスト、参考書

授
　
業
　
計
　
画

植生遷移

日本の現存植生



科目
番号

造－５

大原一能 科目区分

２学年　造園緑化コース 開講時期

1 必須・選択の別

第１時限

第２時限

第３時限

第４時限

第５時限

第６時限

第７時限

第８時限

成績評価法

その他

テキスト、参考書
造園図面の表現と描法１
実践　造園図面の描き方
はじめて学ぶＪｗ_Ｃａｄ８、Ｊｗ_Ｃａｄハンドブック

透視図の描き方

透視図の描き方

科目名 デッサン・製図Ⅱ

担当教員 専門教育科目

対象学年、コース 10～11月

単位数 必須

授業目標 造園製図のための基本的な技術と知識を習得する。

授
　
業
　
計
　
画

透視図の描き方

授業概要
造園緑化に使用する樹木などの自然素材の表現方法や、平面図、透視図などの
描法をフリーハンド並びにCADにより演習する。

JW-CADによる平面図の作成（基本）

JW-CADによる平面図の作成（基本）

JW-CADによる平面図の作成（基本）、提出課題（テスト）

JW-CADによる平面図の作成（基本）

JW-CADの基本操作、作図実践（コマンド操作練習）



科目
番号

造－６

川田　一郎（元県職員） 科目区分

１学年　造園緑化コース 開講時期

1 必須・選択の別

第１時限

第２時限

第３時限

第４時限

第５時限

第６時限

第７時限

第８時限

授業概要
主に使用する植物材料（樹木・草本類）や石材などその種類や用途を講義するす
るとともに造園施工時に使用する他の材料について概要説明を行う。

授業目標

樹木

その他の材料、テスト

造園施工を行う上で主に使用する造園材料の種類や特性、用途などについて知
識を習得する。

木材と竹材、繊維材料

地被植物・石材

その他

テキスト、参考書 造園実務ポケットブック 　他

授
　
業
　
計
　
画

成績評価法 主に試験の成績により評価する

対象学年、コース １月

単位数 必須

科目名 造園材料

担当教員 専門教育科目



科目
番号

造－７　

川田　一郎（元県職員） 科目区分

１学年　造園緑化コース 開講時期

1 必須・選択の別

第１時限

第２時限

第３時限

第４時限

第５時限

第６時限

第７時限

第８時限

その他

テキスト、参考書

授
　
業
　
計
　
画

古庭園の紹介（文化財指定庭園）

古庭園管理（樹木）

古庭園管理（園路・工作物・建造物・池泉）

個人庭園への応用・テスト

授業目標
古庭園の庭園管理における留意点などについて理解を深め、個人庭園の管理に
反映する手法に学ぶ。

成績評価法 主に試験の成績により評価する

授業概要
古庭園（文化財指定庭園）である栗林公園の管理について紹介を行い、古庭園
であるために生じる問題点とその対策について講義する。

単位数 必須

対象学年、コース

科目名 古庭園の管理論

担当教員 専門教育科目

２月



科目
番号

造－８

吉田　重隆 科目区分

１学年　造園緑化コース 開講時期

1 必須・選択の別

第１時限

第２時限

第３時限

第４時限

第５時限

第６時限

第７時限

第８時限

第９時限

第１０時限

第１１時限

第１２時限

その他

テキスト、参考書 庭木・花木の剪定

授
　
業
　
計
　
画

成績評価法 試験及び実技演習の成績により評価する

芝生の造成

庭木・緑化木管理の総括試験

庭木の施肥、病虫害管理

実技演習

単位数 必須

授業目標
造園樹木の剪定・整姿と、目的に沿った樹木、地被植物の維持管理に関する知
識と技術を習得する。

地被植物の管理

授業概要

造園樹木の管理

庭木の剪定

造園樹木などの整姿や施肥、管理に関する基本的な知識と技術を学び、主要な
植物の形態的な特性と生理・生態的な特性に合わせた知識を学習する。

主な庭木の剪定（マツ類）

主な庭木の剪定

実技演習

植物の特性

造園樹木の特性

科目名 庭木・緑化木管理

担当教員 専門教育科目

対象学年、コース １～２月



科目
番号

造－９

吉田　重隆 科目区分

２学年　造園緑化コース 開講時期

2 必須・選択の別

第１時限

第２時限

第３時限

第４時限

第５時限

第６時限

第７時限

第８時限

第９時限

第１０時限

第１１時限

第１２時限

第１３時限

第１４時限

第１５時限

第１６時限

植物の移植

水景施設施工、給排水工

擁壁、階段、石積施工

造園施設模型製作演習

垣根施工

添景物施工

その他

テキスト、参考書 造園施工必携(改)、造園実務ポケットブック

授
　
業
　
計
　
画

造園技術の特色、造園施工工具類

成績評価法 試験及び模型製作演習の成績により評価する

敷地の造成と土壌改良

植物の植栽施工

地被、花壇の施工

造園施工の総括試験

石組施工

園路施工

造園施設模型製作演習

茶庭

科目名 造園施工

担当教員 専門教育科目

授業概要
造園の施設施工、造園植栽施工の概要に関する知識を学習するとともに、模型
製作等の演習を通して施工技術を学習する。

授業目標
造園施工の技術に関する知識・技術を学び、造園空間を創出するための能力を
習得する。

対象学年、コース ４～６月

単位数 必須



科目
番号

造－10

川田　一郎（元県職員） 科目区分

２学年　造園緑化コース 開講時期

1 必須・選択の別

第１時限

第２時限

第３時限

第４時限

第５時限

第６時限

第７時限

第８時限

その他

テキスト、参考書 造園実務ポケットブック　他

授
　
業
　
計
　
画

樹木・宿根草の主な種類と分類（使い方）

樹木の管理（剪定）

樹木の管理（潅水・薬剤防除）

テスト

授業目標 宿根草を含む緑化植物の分類、形態及び生育環境について理解を深める。

成績評価法 主に試験の成績により評価する

授業概要
樹木や宿根草を植栽管理する上で、必要な知識や管理技術が習得できるよう基
礎的な事項を幅広く講義する。

単位数 必須

対象学年、コース

科目名 緑化植物Ⅱ

担当教員 専門教育科目

７～８月



科目
番号

造－11

吉田　重隆 科目区分

２学年　造園緑化コース 開講時期

2 必須・選択の別

第１時限

第２時限

第３時限

第４時限

第５時限

第６時限

第７時限

第８時限

第９時限

第１０時限

第１１時限

第１２時限

第１３時限

第１４時限

第１５時限

第１６時限

住宅庭園の計画・設計

単位数 必須

授業目標
「箱庭制作」を通して、庭園の計画・設計に必要な知識と技術を学び、空間を創造
する能力と態度を習得する。

基本調査・全体計画

科目名 造園計画設計

担当教員 専門教育科目

対象学年、コース ７～10月

その他

テキスト、参考書 造園施工必携(改)、造園実務ポケットブック

成績評価法 小テスト及び作品(作図、箱庭)制作演習の成績により評価する

授業概要
庭園の計画・設計・施工の基本的な流れを理解し、庭園の構造物や植栽等の配
置を立体的(箱庭)・平面的(作図）に表現する技法を学習する。

造園計画と造園空間、造園デザインの技法

授
　
業
　
計
　
画

箱庭制作

箱庭制作・完成

作品(作図、箱庭)の総括講評

箱庭のエスキス(ラフスケッチ)制作

住宅庭園の構成要素

箱庭の平面図作成

美的構成の手法

箱庭制作

住宅庭園の構成要素

箱庭の構造物作製

箱庭制作の構想



科目
番号

造－12

松本 誠司（四国グリーン産業㈱） 科目区分

２年生　造園緑化コース 開講時期

2 必須・選択の別

第１時限

第２時限

第３時限

第４時限

第５時限

第６時限

第７時限

第８時限

第９時限

第１０時限

第１１時限

第１２時限

第１３時限

第１４時限

第１５時限

第１６時限
実習；すぐ役立つプランニング2（プランニング→見積又はプレゼン）

実習；すぐ役立つプランニング1（要望→プランニング）

実習；課題によるプランニング（オープン外構～クローズ外構）

その他

テキスト、参考書 カタログ　各種資料　写真　パース図

授
　
業
　
計
　
画

成績評価法 実習で行うプランニング完成図（2から3回）により評価する

プランニングを始めよう（測量→要望聞き取り→ゾーンニング迄）

樹木下草の種類と植栽の基本パターンを学ぼう

マテリアル（素材）の種類と特性を理解しよう

エクステリア部材の種類、機能、寸法を知ろう

外構（造園工事）の基本と事例紹介

科目名 景観デザイン

担当教員 専門教育科目

対象学年、コース 10～11月

単位数 必須

授業目標 外構（造園工事）に必要な実践的プランニング能力を身につけさせる

授業概要
外構（造園工事）に必要な基本項目をまず習得し
実務に役立つように課題、実習を行う。



科目
番号

造－13

表崎　晃 科目区分

２学年　造園緑化コース 開講時期

2 必須・選択の別

第１時限

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

第２０時限

環境緑化に必要な基本的知識について講義と現場学習を行う。

単位数 必須

対象学年、コース

授業目標 環境緑化における基本的な知識習得と問題解決能力の向上を図る。

授業概要

科目名 環境緑化演習

担当教員 専門教育科目

７～12月

その他

テキスト、参考書 ２級造園施工管理試験

授
　
業
　
計
　
画

成績評価法 主に簡単なレポートにより評価

基本知識、基本技術。個人レベルに合わせた指導。専門科目の補充
（造園施工管理試験対策を含む）



科目
番号

造－14

コース教諭 科目区分

１年生　造園緑化コース 開講時期

10 必須・選択の別

第１時限

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

第２３０時限

その他 休暇中の10日を含む

授
　
業
　
計
　
画

造園の技術について、広く一般技術を深める

テキスト、参考書

成績評価法 農場実習日誌を毎回提出し、技能、自習態度、意欲などを総合的に評価

単位数 必須

授業目標 造園の技術について、広く一般技術を深める。

授業概要
実際に圃場に出て、練習圃場で作庭したり、技能検定に向けての練習などを行
う。

科目名 農場実習

担当教員 専門教育科目

対象学年、コース 通年


